
 

長生郡・茂原市小・中学校「研究主題と研究仮説等」 

  

長生郡・茂原市小中学校における令和７年度の「研究主題と研究仮説等」を紹介いたします。各学校の研究に役
立てていただければと思います。 

学校名 研究主題 研究仮説・目標・視点・焦点 教科・領域 

東郷小 自ら思考し、表現できる児

童の育成 

～算数科における指導の工

夫～ 

児童同士の対話を重視し、自分の考えを伝え、友達と

互いに学び合う場面を工夫することで、表現する力が高

まるであろう。 

自分の考えをまとめたり、思考の過程を振り返ったり

する場面を設定することで、学んだことを確実に身に付

け、次の学習への意欲が高まるであろう。 

算数科 

豊田小 数学的な見方・考え方を働

かせ、主体的に学び合う児

童の育成 

～自分の考えをもち、思考

を深める授業づくりを目

指して～ 

問題提示や発問を工夫すれば、児童が数学的な見方・

考え方を働かせ、主体的に数学的活動に取り組み、思考

を深めることができるだろう。 

自分たちの振り返りをもとに学習活動を行えば、自ら

の学びを実感でき、主体的な学びにつながるだろう。 

算数科 

二宮小 主体的・対話的な書写教育

のあり方について 

～学びを深めるための話合

い活動を通して～ 

話合い活動を通して原理原則を考え、基礎基本の定着

を図ることで、整った文字を書くことができるであろう。 

書写教育 

茂原小 自ら考え判断し、表現でき

る児童の育成 

～読む力を育み、生活に生

かすための国語科学習の

在り方～ 

実生活につながる素材を用いて、思考を働かせる言語

活動を設定すれば、主体的に必要な情報を結びつけて、

読む力を高めることができるだろう。 

目的や必然性のある学び合いの場を設定することで、

自分の考えを広げ深めるとともに、国語の学びが生活に

生かせることを実感できるだろう。 

国語科 

西小 進んで学習に向かう児童の

育成 

～算数科の指導の工夫を通

して～ 

知識・技能の定着をめざした指導法について理解を深

める。 

基礎的・基本的な学習内容の確実な定着をめざした具

体的な指導法を見出す。 

見出した指導法で、指導する。 

指導の結果を検討する。 

算数科 

五郷小 自ら考え表現する楽しさを

味わわせる国語科指導 

～自分の考えを文章に表す

力を育むための授業づく

りの工夫～ 

国語科において、自分の思いや考えをもつことができ

るようにするために、自分の考えを広げ深めるための手

立てを工夫する。 

自分の考えを表すことができるようにするために、言

語活動の活性化を図るための手立てを工夫する。 

国語科 

鶴枝小 「確かな学力を身につけ、

自分の考えを表現できる児

童の育成」 

～主体的に児童が表現でき

る ICT 活用の工夫～ 

各教科において、自分の考えや思いを適切に表現でき

る児童の育成を図る。 

全教科・領域 

萩原小 「主体的・対話的で深い学

び」につながる授業づくり 

～じっくり考え、表現する

力を高める指導の工夫～ 

算数科を中心に「実践モデルプログラム」を活用し、

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善

を行い、学習意欲、思考力、表現力の向上を図る。 

全国学力・学習状況調査の結果を分析し、「チーム茂原」

(学年部会・専門部会)として児童の実態を学校全体で共

有し、資質・能力を身に付けた児童の具体的な姿を描き、

組織的・継続的に指導方法の工夫を重ねる。 

算数科 

 

 

 
 

 



学校名 研究主題 研究仮説・目標・視点・焦点 教科・領域 

中の島小 自分の考えを深める児童の

育成 

～主体的・対話的な深い学

びの充実を目指して～ 

他者の言語感覚に触れ、新しい言葉を知り、その言葉を

自分で表現するための授業の工夫 

学習過程における対話を通して、考えたことを表現す

るための授業の工夫 

主体的・協働的に取り組むことの授業の工夫 

国語科 

本納小 児童の自律的な学びの育成 

～効果的なタブレット端末

の活用を通して～ 

 「情報活用能力」の体系確立や、授業や家庭学習等で

の効果的なタブレット端末の活用を試行錯誤すること

で、デジタル学習基盤の活用を前提とした「自律的な学

び」の習得についての知見を得る。 

全教科 

豊岡小 進んで思いや考えを表現す

る児童の育成 

～新聞を活用した学習を通

して～ 

各教科において、新聞のよさを生かした授業づくりに

ついて考え、表現力を育成するための指導方法を探る。 

全教科 

東部小 読む力を身に付け、考えを

深める児童の育成 

～解釈する力を高めるため

の言語活動を通して～ 

身に付けさせたい力を明確にし、解釈する力を高める

ための言語活動を設定すれば、児童の読む力が身に付き、

考えを深めることができるだろう。 

国語科 

東浪見小 「自ら考え、判断し、表現す

ることのできる児童の育

成」 

～読み取り力に着眼点をおい

た授業づくりを通して～ 

学習に取り組みやすい教室の環境や個々に応じた読み取

りに対する支援をすることで、読むことに対して集中する

ことができ、児童が読むことに意欲的になるであろう。 

児童が、文章を読み進めていくことに対して意欲的にな

る支援と指導の仕方を明らかにする。 

国語科 

一宮小 「わかる喜び」「学ぶ楽し

さ」を感じ、主体的に学ぶ児

童の育成 

～思考し、表現する力を高

める算数科学習を通して

～ 

基礎的・基本的な知識及び技能の習得を図る手立てを

工夫すれば、「わかる喜び」「学ぶ楽しさ」を感じるよう

になり、主体的に学ぶ児童を育成することができるであ

ろう。 

児童の学び合いの場を活性化すれば、考える楽しさを

味わわせることができ、数学的な思考力、表現力を育む

ことができるであろう。 

算数科 

睦沢小 自分の力でまとめ・振り返

りを見出すことのできる児

童の育成 

―学び合い活動を通して― 

 算数科の見方・考え方を取り入れた学び合い活動を通

して、自分の力でまとめや振り返りを書くことのできる

児童の育成をめざす。 

よりよく課題を解決するために、各教科の見方・考え

方を働かせた学び合い活動を取り入れる。 

自分の力でまとめを書けるようにするために、解決過

程を振り返る活動を取り入れる。 

算数科 

総合的な学

習の時間 

一松小 生きる力を支える確かな学

力を身に付けた児童の育成 

～「思考し、表現する力」を

高める指導の工夫～ 

「思考し、判断する力」を高める実践モデルプログラ

ムを活用し、確かな学力を身に付けるための授業改善を

行い、学習意欲、思考力、表現力の向上を図る。 

国語科 

八積小 ｢きく｣力を高め、自分の考

えをもち表現できる児童の

育成 

～国語科、特別支援教育、

生徒指導の視点をいかし

て～ 

［国語科］ 

 児童が話を聞く目的や観点を明確にし、対話的な学習活

動を通して他者の意見を受け止める経験を積むことで、自

分の考えを深め、的確に表現する力が高まるだろう。 

［特別支援教育・生徒指導］ 

 落ち着いて聞ける環境づくりに加え、目的や観点を明

確にしたわかりやすい指示や声かけを意識して行うこと

で、児童は最後まで話を聞き、理解して行動に移すこと

ができるであろう。 

国語科 

「話すこと・

聞くこと」 

高根小 話し合い活動を通して進ん

で考えを表現できる児童の

育成 

～算数科における聞き合い・

伝え合う力を高める工夫～ 

聞き合い・伝え合う力を高める話し合いの方法を明確

にし、児童の意欲を引き出す場の設定をすれば、進んで

考えを表現することができるだろう。 

算数科 

 



学校名 研究主題 研究仮説・目標・視点・焦点 教科・領域 

白潟小 他者を思いやり、自他共に

よりよく生きようとする児

童の育成 

～多面的・多角的に考え、自

己の生き方を見つめる道徳

の授業づくりを通して～ 

多面的・多角的な考えを引き出す学習過程の工夫 

多面的・多角的な考えを引き出す発問や手立ての工夫 

道徳 

南白亀小 ふるさとへの愛と誇りをも

つ児童の育成 

―白子学の充実を目指して 

― 

課題の解決に必要な技能を身につけるための単元構成

の工夫 

まとめ、考えたことを表現するための授業の工夫 

主体的・協働的に取り組むことのできる授業の工夫 

総合的な学

習の時間 

関小 一人一人が輝き、「わかる」

「できる」喜びを味わえる

授業づくり 

～自分の思いや考えをも

ち、進んで伝えようとす

る児童の育成～ 

基礎的・基本的な知識・技能の習得を図る手立てや個

に応じた支援方法を工夫していけば、「わかる」「できる」

喜びを一人一人に味わわせることができるだろう。 

各教科の学習において、意図的に対話の場面を取り入

れ、児童同士が関わり合いながら自分の考えを伝え合い、

広げ深める場の設定を工夫すれば、進んで伝えようとす

る児童が育つであろう。 

全教科等 

長柄小 自他の命を大切にし、安全

意識をもって生活できる児

童の育成 

～自分で考え、行動できる

児童をめざして～ 

様々な学習場面を通して、考えさせる場を設ければ、

危険を予測し、安全な行動をとることができるであろう。 

学校安全 

日吉小 自分の考えを表現し、学び

合う児童の育成 

～児童が考えを形成し、表現

するための指導の工夫～ 

実践モデルプログラムを活用した授業づくり 

言葉による見方・考え方を働かせる授業実践 

国語科 

長南小 学ぶ楽しさを実感できる国

語科の研究 

～長南モデル「できる」「わ

かる」「かかわる」活動の

実践を通して～ 

国語科において、長南モデル「できる」「わかる」「か

かわる」を活用することにより、教師も子どもも学ぶ楽

しさを実感することができるであろう。 

国語科 

東中 自ら思考し、表現できる生

徒の育成 

～授業力の向上を通して～ 

「実践モデルプログラム」を活用した授業改善を行い、

「見いだす」場面や「まとめあげる」場面を効果的に設

定し、学ぶ楽しさを実感できるわかる授業を実践すれば、

自ら思考し、表現する態度を身につけた生徒を育成する

ことができるであろう。 

全教科・領域 

冨士見中 『主体的・対話的で深い学

びを実現するための授業の

あり方』 

生徒の学習意欲の向上と基礎学力の向上を目指し、指

導法の工夫と授業改善について研究する。 

全教科 

茂原中 豊かな心と確かな学力を身

に付けた生徒の育成 

－授業力の向上を通して－ 

｢授業づくりのグランドデザイン｣による学習の充実と

授業力の向上 

学習の充実のためのカリキュラム・マネジメント 

全教科 

南中 主体的に考え表現する力の

育成 

～自分の考えをまとめ、表

現するための指導の工夫～ 

各教科の特性を生かした生徒の記述力を高めるような

手立てを考え、授業実践を行うことで生徒が主体的に考

え、表現する力の育成につながるであろう。 

 

全教科 

本納中 自ら学び、確かな学力を身

に付けた生徒の育成 

～指導と評価の一体化を目

指した授業づくり～ 

授業者が授業計画の過程で、本時の目標および評価規準

を明確にするとともに、それらを効果的に評価することで

授業改善につなげることができ、確かな学力を身に付けた

生徒の育成につながるであろう。 

生徒が授業の振り返りを行うことで、新たな疑問に気が付

いたり、学んだことを確実に身に付けたりすることができ、

「思考し、表現する力」を高めることができるであろう。 

全教科 

 



学校名 研究主題 研究仮説・目標・視点・焦点 教科・領域 

早野中 確かな学力を身につけ、主

体的に学び、自己の思い描

く未来の実現をめざす生徒

の育成 

導入の工夫やＩＣＴの効果的活用を行うことで、生徒

の関心を高め、課題を解決する学びの場の工夫や改善を

することで、確かな学力が身につき、自ら学ぼうとする

意識が高まるであろう。 

主体的な学習を充実させ、自己の思い描く未来や目標

とする姿が想像できるようになれば、今後、自分がなす

べきことを見通す力が育成されるであろう。 

全教科 

一宮中 自ら学び、思考し、表現でき

る生徒の育成 

魅力ある題材を精選し、教材・教具・資料の活用方法

を工夫すれば、生徒は興味・関心をもち、学習意欲が向

上するであろう。 

学習課題を明確にし、学習活動に適した言語活動や体

験活動を取り入れれば、思考力・表現力が高まるであろ

う。 

全教科 

睦沢中 豊かな人間力や社会力を身

に付け、自ら一歩をあゆみ

だす１５歳の育成 

～総合的な学習の時間を中

心としたコミュニケーシ

ョン能力の育成と学力向

上を目指して～ 

総合的な学習の時間において、目的や場面に応じた対

話的な活動の充実や探究的な課題づくりを意識した学習

を展開すれば、コミュニケーション能力の育成につなが

るであろう。 

一人一人の教員が授業力向上や、基礎基本を定着させ

るための取組について考え、研修・実践を進めれば、生

徒の学力向上につながるであろう。 

全教科 

長生中 「確かな学力」を身に付け

た生徒の育成 

～生徒の主体的な学びを深

めるための授業づくりを

通して～ 

学習課題を見いだす場面を工夫することで、生徒自身

が学習課題をもち、見通しをもって粘り強く取り組む姿

勢を育み、主体的に学びを深めることができるであろう。 

授業と家庭学習の連続性をもたせ、主体的に家庭学習

に取り組む態度を養えば、「確かな学力」の育成につなが

るだろう。 

全教科 

白子中 キャリア発達の視点から、

自分らしい生き方を実現し

ていくことのできる生徒の

育成 

～各教科・領域におけるキ

ャリア発達を目ざした実

践を通して～ 

（１）すべての教科・領域においてキャリアを意識した

取り組みを行うことで、学校教育全体を通して生

徒のキャリア発達を図ることができるであろう。 

（２）「白子中チャレンジプロジェクト」と併せて「中高

生対象キャリア実践プログラム」を実施すること

で、生徒は自分の将来像を明確に思い描いて今後

の進路について考察することや、今後それをどの

ようにして実現するかについて考えることができ

るであろう。 

（３）生徒のウェルビーイングの向上を図ることで、 め

まぐるしく変化する社会においても、一人一人が

社会の担い手となる資質・能力を身につけること

ができるであろう。 

全教科・領域 

長柄中 自ら学びに向かい、自分の

考えを表現する生徒の育成 

―「個別最適な学び」と「協

働的な学び」の一体的な

充実を目指して― 

（１）ＩＣＴ機器の活用等による教材や学習活動を研究

することで、「個別最適な学び」と「協働的な学び」

の一体的な充実につながり、基礎学力の定着や主

体的に学ぶ姿勢が身に付くであろう。 

（２）「『思考し・表現する力』を高める実践モデルプ 

ログラム」を活用した授業改善を行い、「まとめあ

げる」場面を効果的に設定することで、学んだこと

を生かして自分の言葉で学習のまとめを書いた

り、自分の考えを表現したりすることができるで

あろう。 

全領域 

長南中 主体的に学び表現する生徒

の育成 

～「根拠を明確にして表現

すること」の学習を通し

て～ 

根拠を明確にして表現することを意識して取り入れる

ことにより、生徒の主体的な学びが促され、確かな学力 

の獲得へとつながるだろう。 

全教科 

 


